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　従業員のうち２０代から３０代が大
半を占め若さが溢れる職場。ＩＴ化の
進展で、「これまで新しい仕事に対して
勉強できる機会がほとんどなく、ただ
経験することを鵜呑みにするだけだっ
たのが、今ではすべての従業員が１か
ら１０まで仕事をこなせるように、着実に
人材のレベルが上がってきている」と橋
本社長は手応えを話す。「代わりの人
がいないことを避けることで有給休暇
も取りやすくなり、職場の環境改善に
もつながっている」と続ける。
　「とにかく付加価値の高いものに
こそ挑戦のしがいがある」と話す橋本
社長。今後についてもターゲットは明確
で、難削材で多品種小ロット品の対応
を主にしていく。ＮＣ旋盤の更新時期
を見計らって新しい設備も導入し、溶接
や組立などの加工にも乗り出していき
たい考えだ。そして、「航空・宇宙、
エネルギー、薬品・食品業界などへと
取引先を拡大してきたい」とまだまだ
積極的な挑戦は続いていく。

切削以外の加工も、
取引先の拡大へ

　まず難削材の加工を可能にしている
工夫の１つが、加工のノウハウについて
のデータ化の実現にある。データ化に
ついては、注文を受け、加工する際に
過去の加工実績から加工注意事項など
のノウハウを情報化。それを取り扱う
従業員が共有し合うことで、効率を上
げ、技術の向上だけでなく不慮の事故な
ども未然に防ぐことができ、技術伝承も
スムーズに進んでいる。
　この情報化を進めるきっかけとなった
のは、橋本社長が現会長（前社長）
からの仕事を継承する際、会社の情
報が会長に集約しフィードバックする
ことがない状況による非効率性を肌に
感じたことだ。
　以降、危機感を覚え I Ｔ化を進め、
今では、加工によるすべての業務で IＴ
化が完了している。

ノウハウをデータ化、
ＩＴ化を完了

　同社は大阪府守口市の本社工場と
大阪府大東市の第２工場にて、旋盤・
マシニングセンター（Ｍ C）といった工作
機械を組み合わせた両工場の連携で
取り組んでおり、その加工材料はステン
レスやチタンのほか、難削材といわれる
ハステロイやインコネルなどの金属を主に
する。顧客の精度要求などにも、図面
に従うだけでなく実際の使用用途から
逆提案していけるノウハウを日々蓄積
している。
　これら難削材といわれる材料は高温・
高圧環境にも耐えることから宇宙・航空
事業や発電プラントなどにも採用されて
いるが、切削性が悪く、また材料費も
大変高価になるため、特性に合わせた
加工をする必要がある。橋本社長は、

「とにかく簡単なものであれば安く作る
方法はほかにもある。我 で々しかできない
ことをやっていく。そのための課題には
ぶち当たっていく」というチャレンジ精神
で対応している。この挑戦を実りある
ものにするために導入したのが IＴだ。

チャレンジ精神で
難削材を切削加工

　昭和２６年４月大阪市鶴見区で創業
した「橋本鉄工所」は、ステンレスや
チタンといった特殊綱を主に切削加工を
行っている。大型船舶やプラント工業、
原子力発電などにおけるバルブのほか、
医療、食品、産業機械、自動車など
に使われるノズルへ事業を拡げ、昭和
４４年には現在の地へ移転した。さらに
平成４年に株式会社化、平成２７年
２月からは大阪府大東市内で第２工場
を稼働するなど、徐々に体制を整え
ながら事業を拡大してきた。

　今の橋本佳
よしのり

典社長は３代目。平成
２６年１２月に就任した。これまで人間の
腕に頼ってきた仕事が NＣ（数値制御）
に置き換わる時代になっても、これまで
一つひとつ積み重ねてきた顧客との
コミュニケーションを強味にする。顧客
からの要求にパターン化して対応できた
従来とは異なり、困難な要求にもいつ
でも挑戦できる機会を狙う若さが武器だ。
そして、品質・コスト・納期のバランスに
気を配る姿勢が、「図面に書いていない
ことまでわかる」というノウハウとなって
あらわれている。

バルブとノズルを 2 本柱に着実に拡大

難削材を中心に多品種小ロット
に対応、すべての業務をＩＴ化

企画力 短納期 小ロット
ＯＫ

量産
ＯＫ

オンリーワン
技術

株式会社 橋本鉄工所

60年以上に及ぶ経験と実績を
IT化して難削材に挑戦する

ステンレスやチタンといった特殊綱を主に、旋盤・
MＣによる金属の切削加工を行っています。そ
の実績は大型船舶やプラント工場、原子力発
電などにおけるバルブのほか、医療、食品、電
子機器などで使われるノズルにまで拡がってき
ています。真骨頂はステンレスのほかハステロイ
やインコネルなど難削材といわれる材料にも積
極的に挑戦していることです。IT 化によって一人
ひとりが技術力を高めた社内体制がそれを支え
ています。今後は航空・宇宙、エネルギー、薬品・
食品などへの展開も目指しています。

■主な事業内容
バルブ・ノズルなどの金属部品製造

■主な取引先（納入先）
バルブメーカー、ノズルメーカー、
産業機械メーカー

http://www.hashimoto-ironworks.co.jp/
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❶多品種小ロットの難削材に対応
❷加工手順などのデータはＩＴ化
❸大東市内にある第２工場●❶
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